　特定非営利活動法人ちばＭＤエコネット

2014年度事業計画案

　

　ちばMDエコネットは、すべての事業において、障害のある人もない人も地域で共に学び共に働く地域づくりを進めます。その中心に福祉作業所ひなたぼっこを置き、利用者が働く場として充実させます。ちばMDエコネットを継続し発展させるために、中長期的な計画を立てて事業をおこないます。
　また、障害のある子どもたちのニーズを受けとめる事業として、ノーマライゼーション学校支援事業を継続します。研修とフォーラムによって私たち自身も支援の基本を学びます。

　この2つを大きな柱として、以下に1つ1つの事業について詳しく説明します。
1． 福祉作業所ひなたぼっこ

　　福祉作業所「ひなたぼっこ」は、4月は利用者6名でスタートします。運営は、施設長を中心に常勤2名、非常勤3名で行います。年2回、外部の人が入った6名で構成する運営委員会を開いて、作業所の予算、決算、職員、利用者の仕事などについて話し合います。また、親の会を定期的に開いて、保護者との意思疎通を図ります。

　今年度は、福祉作業所の仕事を増やし、今後利用者を増やせるようにしていきます。利用者一人一人の個別支援計画に沿って、利用者の研修を重ねながら仕事のステップアップが出来るようにしていきます。また、作業所の職員の労働環境をよりよくする取り組みを行います。
　作業所の日々の仕事は、（１）コミュニティカフェひなたぼっこ、（２）高根台つどいの家（高齢者施設）の清掃、（３）馬込町団地広場の清掃、（４）ポスティング、（５）軽作業、を行います。

　以下に詳しく説明します。

（1） コミュニティカフェひなたぼっこ
1 障害のある5名がスタッフとしてシフトに入り、職員やボランティアと共にカフェの仕事に取り組みます。地元商店街のイベント、高齢者施設での出張カフェなどを行います。地域の飲食店のイベントに積極的に参加します。

2 障害のあるスタッフ、職員、ボランティアへの研修を定期的に行います。

3 魅力あるメニューやお店づくりを全員で行い、お客様へのサービスを向上させます。

4 カフェでの経験を活かして、カフェ以外の場でも仕事をする機会を増やします。

5 利用者の仕事面、健康面、生活面での課題を把握し、自立に向けて助言し、協力します。

（2） 高根台つどいの家（高齢者施設）の清掃

新京成線高根公団にある高齢者施設「高根台つどいの家」で、週2回清掃を行います。今期は仕事の準備から最後の後片付けまで、スタッフが出来るようにしていきます。また、各人の清掃の仕事の範囲を今よりも明確にし、一人ひとりが「汚れ」を見つけきれいに落とせるようにし、更にステップアップできるように取り組みます。また、引き続き高根台つどいの家との連携を大切にしていきます。
（3） ポスティング

地域新聞を毎週木曜日に折込作業をし、木曜日と金曜日に配布します。その他、チラシ折り等も行います。ポスティングの仕事の効率を上げるために、担当者のローテーションや利用者の配布範囲の拡大に取り組んでいきます。また、他のポスティングの仕事についても、ひなたぼっこから近い場所で可能な範囲で導入の検討もすすめて行きます。
（4） 馬込町団地広場の清掃
船橋市から委託を受けて、毎月第2、第4土曜日に馬込町団地広場の清掃を行います。継続していらっしゃるボランティアの方々と、新規のボランティア募集もし、ちばＭＤエコネット全体で取り組みます。

（5） 軽作業
　株式会社ソーケン製作所と連携をしながら、従来の仕事以外にも受注できるように取り組んでいきます。また、他の作業所の取り組み等も参考にしながら、可能な範囲で不定期に依頼されるチラシ折や配布も積極的に取り入れていきます。可能な範囲でスタッフが出来る仕事を増やしていきます。
（6） 実習生・ボランティア受け入れ

1 実習生受け入れ

作業所ひなたぼっこの利用者となることを希望する方の実習を受け入れます。

2 ボランティア・インターンシップ受け入れ

定期的にボランティアをしたいという方、学生のインターンシップを受け入れます。ボランティアやインターンシップの方に対する研修を充実させます。

（7） ユニバーサル就労の取り組み

　作業所ひなたぼっこ以外での就労や実習を希望する利用者に対して、積極的に支援をします。また、エッコロ福祉基金の助成金で「映像で伝える～障害者の働く姿とユニバーサル就労の可能性」として、桐野直子さんに協力していただき、作業所ひなたぼっこやひなたぼっこ以外で働く利用者の様子を記録したPRのDVDを作成します。
2． コミュニティカフェひなたぼっこその他の事業

　〈ひなたぼっこ〉には、福祉作業所の中に含まれない事業もあります。次のようなものを「カフェその他の事業」として位置付けて行います。

（1） 教室、イベント開催

英語教室、チャリティアロマ教室、チャリティ押し花教室、書道教室、手芸教室、ニットカフェ、障害のある子をもつお母さんたちのおしゃべり会、句会、歌声ライブ、ひなカフェマルシェなどを開催します。定期的な教室やイベントの開催により、集客増加を目指し、地域との交流を深めます。

（2） おひさまバンド
ちばＭＤエコネットの音楽事業として、障害のある人もない人も共に音楽を楽しむ「おひまさバンド」を結成しています。さまざまな障害のある人4名が参加し、月に3～4回の練習を行います。地元商店街のイベントや高齢者施設などでの演奏を予定しています。

3． ノーマライゼーション学校支援事業

千葉県とNPOとの協働事業として、県と協定書を交わして実施します。関係課は、教育庁教育政策課、同特別支援教育課、同指導課、障害福祉課、児童家庭課の5つの課です。また、必要に応じて市町村とも連携して事業を進めます。事業は大きく2つの柱からなっています。一つは個別相談で、発達につまずきのある子や障害のある子の学校生活の課題について相談を受け、必要な助言と支援を行います。もう一つは障害について広く県民の理解と啓発を目的として、年4回の研修、年1回のフォーラムを行います。

4． 広報・宣伝
（1） 会報の発行

会報『じゃなかしゃば～ひなたぼっこ便り～』を発行します（年4回予定）。
（2） ホームページ等での情報発信

ホームページをリニューアルし、より見やすいページにします。ブログやfacebookを活用し、日々の様子を発信します。

　電子看板を設置し、定休日にもお店のPRをするようにします。
5． 共同オフィス運営

「千葉肝臓友の会」と私たち「NPO法人ちばＭＤエコネット」の2団体で、2階オフィスを共同で使用します。
